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《警告》 
 

 本紙は、欧州連合の各機関の特別な許
諾を得て欧州経済新聞社が作成した著作
物であり、その著作権は、国際条約およ
び関係各国の著作権法令により保護され
ています。本紙の記事の無断複製・無断
転載等は、欧州経済新聞社に対する著作
権侵害となるのみならず、該当する欧州
連合各機関に対する著作権侵害ともなり
ますので、固くお断りいたします。 
 

《免責》 
 

 本紙の作成にあたっては、細心の注意
のもとに翻訳・執筆・編集を行っており
ますが、情報の利用は自己責任で行って
いただきますよう宜しくお願いします。
本紙の情報を利用したことに起因するい
かなる損害についても、欧州経済新聞社
その他の関係者は一切の責任を負いませ
ん。 
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�� における重要な動き 
（���� 年� 月�� 日～� 月�� 日） 

 
編集長 中村匡志


 本号は、���� 年� 月�� 日から� 月�� 日にか
けての期間に公表された�� の公式発表の中
から、特に重要なものを選び出して翻訳した
ものである。配列の基準としては、なるべく
関連記事をテーマごとにまとめて掲載するよ
う配慮しているので、必ずしも� 頁目から読
まれる必要はない。むしろ、各自のビジネス
なり研究なりに関連する記事から、順不同に
読んでいかれることをおすすめする。この意
味において、この文章は、「どのテーマに関
する記事がどこにあるのか」を指し示すナ
ヴィゲータ役を果たすものである。 
 今号で扱った記事には、何らかの形で「物
価高」に関係する記事が多い。周知の通り、
エネルギー価格と食糧価格の高騰は世界を大
きく揺るがす要因となっており、�� として
もその対策に躍起になっていることが垣間見
られる内容となっている。 
 そもそも�� は、エネルギー使用を効率化
するとともに、化石エネルギーへの依存を
徐々に改めていこうという基本姿勢をとって
いる（欧州委員会が� 月に提出した「エネル
ギー・気候変動パッケージ」）。これは、単
なる価格対策というだけでなく、環境政策と
しての意味（温室効果ガス削減）と、エネル
ギー政策としての意味（エネルギー安全保
障）を併せ持つものである。 
 エネルギー効率性の強化という点では、自
動車の燃費を改善するシステムの義務化（�
～� 頁）は注目に値する。また、化石エネル
ギーへの依存の克服という点では、再生可能
エネルギーを中心とした代替的エネルギーの
開発を進めており、このような観点から、洋
上風力発電に関する動向（�� 頁）、バイオ
ディーゼルに関する動向（�� ～�� 頁）、原
子力発電に関する動向（�� ～�� 頁）、燃料
電池・水素技術に関する動向（�� ～�� 頁）
は注目に値する。 
 次に、食糧価格の高騰については、共同農

業政策の改革（�� ～ �� 頁、�� ～ �� 頁）を中
心とした対策を打ち出して（�� ～�� 頁）構造
的な視点から問題を解決しようとしているほ
か、輸入関税の停止の維持（�� ～�� 頁）とい
う対症療法的な対策も併用している。 
 そのほか、労働市場の構造改革も依然とし
て�� の大きなテーマであるが、労働時間指
令と派遣労働指令の政治的合意が成立したこ
と（�� ～�� 頁）は、フレクシキュリティ推進
の観点から大きな動きといえる。いずれにせ
よ、労働市場の成長に翳りが見えてきたこと
（�� 頁）に鑑みれば、労働市場の構造改革は
喫緊の課題といえよう。 
 さらに、「欧州研究圏」創設に向けて研究
者の流動性を強化すること（�� ～�� 頁）は、
労働市場の改善のみならず、欧州のイノ
ヴェーションの発展からも大きな意味がある
ことである。欧州資格枠組により労働者と学
生の域内流動性を高めること（�� ～ �� 頁）
も、同様の目的に資するものといえる。 
 他にもいくつか興味が惹かれるニュースを
盛り込んでおいた。統計情報（�� ～ �� 頁）
も、欧州経済のファンダメンタルズを見極め
る一助として役立てられたい。
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� ～�� 頁は省略 
（サンプル版のため） 

 
 

フルバージョンの欧州経済新聞は 
下記よりご購入いただけます。
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カード決済の場合、購入後すぐに 

読むことができます。



